
酒造好適米「秋田酒こまち」の
玄米蛋白質含有率を高めない葉色の目安

柴田 智・金 和裕・佐藤雄幸

１．ねらい

酒造好適米「秋田酒こまち」は、2003年

から秋田県の奨励品種に採用され、2006年

には106 の作付け面積となっている。ha
現在、秋田県農林水産技術センター醸造

、 、試験場を中心に農業試験場 秋田県立大学

秋田県酒造組合、あきた企業活性化センタ

ーが共同で「新規酒造好適米秋田酒こまち

の栽培技術確立と産地ブランド化」に取り

組んでいる。その中で、蛋白質含有率のバ

ラツキが酒造側から指摘されているととも

に生産者側からは幼穂形成期の追肥を判定

する葉色の目安が要望されている。

そこで、本試験では異なる基肥量や追肥

時期の施肥反応試験を行い、玄米蛋白質含

有率を高めない栽培方法について検討した

ので報告する。

２．試験方法

試験は、2005年と2006年に農試圃場で行

った。供試品種は、秋田酒こまちで裁植密

度約21株 ㎡で機械移植した。試験区の設/
定は第1表に示した。

葉色は、葉緑素計( 502)を用いて、SPAD
幼穂形成期には上位から2葉目の完全展開

葉、穂揃い期には止め葉の中心部を各区20

株について測定した。

窒素吸収量は、生育中庸な株を各区3株

採取し、ｹﾙﾀﾞｰﾙ法により測定した。

収量は、96株の坪刈りにより求め、篩目

2.0㎜以上を精玄米とした。

玄米蛋白質含有率は、精玄米の全窒素を

ｹﾙﾀﾞｰﾙ法により測定し、蛋白質換算係数5.

95を乗じて求めた。

３．結果及び考察

成熟期の窒素吸収量が多くなると 当m2

1,2たり籾数が増え 玄米重が増加した 第、 （

図 。しかし、 当たり籾数が を超） m 250002

える頃から登熟歩合が低下し玄米重の増加

が頭打ちとなった（図省略 。玄米蛋白質）

含有率は、成熟期の窒素吸収量が多くなる

と高まった（第 図 。なお、玄米外観品1 ）

質は、 年の稚苗 区の特等を除い2006 5-0-2
て全て 等であった 秋田農政事務所検1 (
査 。)

7.2本試験では、玄米蛋白質含有率が

2％の場合、成熟期の窒素吸収量は 11g/ m
2程度と考えられた（第 図 。この時、1 m）

22600 60kg/a当たり籾数は 程度で 玄米重、

を確保できると考えられた（第 図 。1,2 ）

また、穂数は 本 必要であった（図310 / m2

省略 。これは、 ～ 年に湯沢市） 2001 2003
で行われた現地試験の結果と同様の値であ

った 。過去 カ年の現地農家サンプルの１） 3
玄米蛋白質含有率は、 ～ ％の範囲6.0 8.4
にありその平均は ％前後であった（第7.0

図 。このことから、玄米蛋白質含有率3 ）

を平均値 ％程度にするためには、成熟7.0
11g/ m 60kg/a期の窒素吸収量は 、収量は2

が上限であると考えられた。

穂揃い期の止め葉の葉緑素計値は、上

位 葉の窒素含有率、成熟期の穂部の窒3
素吸収量や全窒素吸収量と正の相関が見ら

れた。また、穂揃い期の止め葉の葉緑素計

値と玄米蛋白質含有率の間には、正の相関

が見られた。ここで、幼穂形成期追肥と減

数分裂期追肥の 本の回帰式の係数に有2
意差がなかったので追肥の回帰式を 本に1
併合した 。葉緑素計値が大きくなると玄２）

米蛋白質含有率は高くなり、穂揃い期の止

、 ，め葉の葉緑素計値は 無追肥の場合は 36
追肥した場合は を超えると ％より38 7.2
高くなった（第 図 。4 ）

幼穂形成期の葉緑素計値は、窒素含有

率や窒素吸収量と正の相関が見られた。ま

た、穂揃い期と同様に葉緑素計値が大きく

なると玄米蛋白質含有率が高くなった。幼

穂形成期の葉色と玄米蛋白質含有率の関係

を見た場合、葉緑素計値が 以上の時に41
7.2 7.5無追肥の場合は ％ 追肥した場合は、

％より高くなった（第5図 。）

４．まとめ

幼穂形成期の葉緑素計値を 未満、穂41
揃い期の止め葉の葉緑素計値を無追肥の場

合は 、追肥した場合は を超えないよ36 38
うに栽培することが玄米蛋白質含有率を高

めないためには重要と考えられた。また、

この葉色の目安を生産現場に提示すること

により、秋田酒こまちの玄米蛋白質含有率

のバラツキを減らすとともに玄米蛋白質含

有率の低い酒米を実需者に供給できると考

えられる。
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第5図　幼形期葉色と

　　　　　　　玄米蛋白質含有率の関係
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第2図　籾数と玄米重の関係
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第1図　窒素吸収量と籾数､

　　　　　玄米蛋白質含有率の関係
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第4図　穂揃い期の葉色と

　　　　　　　　玄米蛋白質含有率の関係
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第3図　玄米蛋白質含有率の分布

（県内現地サンプル、醸造試験場調査）
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H16　 40点　平均6.9%

H17 127点  平均7.0%

H18 209点  平均7.1%

第１表　試験区の設定
　　　追　肥　窒　素　量

供試年 苗種 試験区 基肥窒素量 幼穂形成期 減数分裂期 供試面積

稚苗 3-0-0 0.3 0 0
稚苗 3-2-0 0.3 0.2 0
稚苗 3-0-2 0.3 0 0.2
稚苗 5-0-0 0.5 0 0
稚苗 5-2-0 0.5 0.2 0
稚苗 5-0-2 0.5 0 0.2
稚苗 7-0-0 0.7 0 0
稚苗 7-2-0 0.7 0.2 0
稚苗 7-0-2 0.7 0 0.2
稚苗 0-0-0 0 0 0
稚苗 3-0-0 0.3 0 0
稚苗 5-0-0 0.5 0 0
稚苗 7-0-0 0.7 0 0
稚苗 5-2-0 0.5 0.2 0
稚苗 5-0-2 0.5 0 0.2
中苗 5-0-0 0.5 0.2 0
中苗 5-2-0 0.5 0.2 0
中苗 5-2-0 0.5 0.2 0
中苗 5-0-2 0.5 0 0.2

注）移植日は、2005年は5/19、2006年は5/17

　　窒素量の単位は、kg/a

2006

24㎡

2005 30㎡、23㎡

30㎡




